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2021 年度より歴史ある『眼科』の編集委員を務め
させていただくことになり，大変光栄です。よろしく
お願い申し上げます。思い起こせば，研修医当時はこ
の雑誌の「特集」でずいぶんと勉強させていただきま
した。また，インターネットによる文献検索が普及し
ていなかった時代，この雑誌には，『○○の展望』と
いう，国内外の専門領域の文献を年度ごとに網羅する
綜説がありました。私も弱輩ながら 1994〜1998 年
度までの 5年間「水晶体の展望」を担当させていた
だきました（最後の 2年は中村邦彦先生と共著）。担
当開始当時，“勉強する習慣”というものが全くなかっ
た私は，これを担当したことにより，毎年数か月にわ
たり玉石混淆の多数の文献をすべてコピーし，読み，
分類し，総括するという作業に追われました。今考え
てもまさに “苦行”の日々でした。現在のようなオン
ラインで一瞬にして必要な文献を検索し，サマリーま
でチェックできる時代と比較すると，なんと効率が悪
かったかと思いますが，今振り返るとこの経験はいろ
いろな意味で私にとって大きなプラスだったと思いま
す。今更ながらですが，当時の編集委員の先生に感謝
申し上げます。

さて，今号の特集は「視神経疾患と緑内障性視神経
症の鑑別」で，臨床医にとっては，日々遭遇し，悩
む，難しいテーマです。本特集では，神経眼科と緑内
障という異なる専門領域の立場からみた鑑別のポイン
トとともに，圧迫性視神経症や虚血性視神経症との鑑
別が詳細に解説されています。また，綜説では「原因
のよくわからない羞明の考え方」というテーマで多く
の鑑別疾患を挙げていただいています。どちらも日常
臨床にすぐに役立つ知識が満載です。ぜひご一読くだ
さい。
この 7月号の編集後記は，2021 年 6月末に書いて

います。COVID-19 の影響はいまだ収束せず，特に
東京ではリバウンド傾向，日本はオリンピックの開催
や観客動員の有無など，多方面で意見が二分されてい
ます。このようななかではありますが，皆様におかれ
ましては，くれぐれもご自愛くださり，お健やかにお
過ごしください。今後ワクチン接種が少しでも早く進
み，平和に暮らせる日々が戻ることを祈念して，編集
後記とさせていただきます。
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